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十勝港の全景と主な立地企業

【石炭：ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ】
十勝港ｺｰﾙﾀｰﾐﾅﾙ

【セメント：サイロ】
太平洋セメント（株）

広尾サービスステーション
日鉄セメント（株）

十勝港サービスステーション

【小麦：サイロ】
農協サイロ（株）

十勝港広域小麦流通センター

【小麦：サイロ】
日本通運（株）
十勝港支店

【肥料：工場】
ホクレン肥料（株）

帯広工場十勝肥料センター

【肥料：倉庫】
十勝海運（株）【飼料：サイロ】

十勝グレーンセンター（株）

【肥料：倉庫】
日本通運（株）十勝港支店

北地区

南地区

外港地区

【小麦：サイロ】
十勝海運（株）

【飼料：倉庫】
十勝産業（株）

【飼料：倉庫】
十勝海運（株）

（平成２３年４月操業開始）

（平成２３年４月操業開始）

（平成５年１１月操業開始） （平成元年８月操業開始）

【飼料：倉庫】
（株）上組

【飼料：倉庫】
日本甜菜製糖（株）

【飼料：工場】
とかち飼料（株）

（昭和４５年４月操業開始）

エネルギー 製造（工業品）凡例： 農業関連 製造（食料品）

【水産】
池下産業（株）

（平成２９年１０月操業開始）© Airbus DS/Spot Image 2019
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（単位：万ﾄﾝ）

0万ﾄﾝ

43.4万ﾄﾝ

50.8万ﾄﾝ

53.8万ﾄﾝ

十勝港の取扱貨物量

貿易額は、１４年連続100億を越える（令和６年：１６７億円）

農業関連品目 ６割以上（下記の赤囲い：９０．２万トン）
※四捨五入の関係で内訳と合計が一致しない場合ある。

出典：広尾町調べ

●２０２３年（令和５年）取扱貨物量
１４８．０万トン（外貿４３．４万トン、内貿１０４．６万トン）



十勝港の位置 （地理的優位性）

◆十勝港は、
・十勝地域と港を結ぶ陸路の最短距離に位置。

176Km

81Km

123Km
帯広市

〇十勝港を利用した場合、
１日２往復のトラック輸送が
可能であるが、
他港を利用した場合、１日１
往復までが限界となり、
「モノが運べなくなる」可能性
がある。
（１日の輸送範囲は片道4.5時間で試算）

〇距離制運賃表（北海道運
輸局調べ）では、

トレーラー（20㌧）利用時の
標準的な運賃は、十勝港を
利用した方が約3.5万円ほど
安価。

・帯広市～苫小牧港 77,070円
（約180Km）
・帯広市～十勝港 45,800円
（約80Km）

十勝地方から一番近い港
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十勝港のトピックス① （定期航路の開設）

●内航コンテナ定期航路（2024年5月就航） （2025年4月現在）

運行会社 船名 総トン数・積載量 航路 便数

運航船社
オリエント オーバーシーズ コンテナ ライン リミテッド（OOCL）、
井本商運株式会社

船舶代理店
十勝海運株式会社

ひよどり／
まいこ

749t
京浜（金）→釧路（月）→

十勝（火）→京浜（木）

スケジュール通りであれば、
関東圏には金曜日に納品

週１便

251TEU

※HP調べ

◆物流の「2024年問題」等の社会情勢変化への対応として十勝港の有効活用が期待される中、
２０２４年５月、十勝地域と首都圏を結ぶ、コンテナ船の新しい定期航路が就航。

◆コンテナ船就航後、京浜港（横浜）を経由して国内・諸外国に農産物を輸出・輸入（内貿含む）開始。

主な品目/輸出入・移出先（2025.4時点実績）

輸出：魚油（マレーシア）、長いも（台湾、米国）
輸入：飼料原料[DDGS]（米国、豪州）、牧草（米国、豪州、カナダ）、

肥料（ベトナム）農業用機械（タイ）
移出：魚油（伊万里）、長いも（関東圏）
移入：飼料原料[ふすま]（横浜）
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川崎
東京

川内

長崎

伊万里

〇京浜港で貨物を積み替え、国内・諸外国の港へ輸送

〇新たな航路就航により、輸送ルートの選択肢が拡大

海外港湾へ全国の港湾へ

十勝港での取扱割合が伸張

北海道地域 輸入取り扱い量推移
（OOCL・井本商運取扱い）

・国内寄港地 63港湾

・国内定期航路 58航路
定期航路就航



十勝港のトピックス② （産直港湾に認定）
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◆2030年の農林水産物・食品の輸出額を5兆円とする政府目標の達成に向け、農林水産省と連携し
生産関係者や港湾関係者が協力して輸出促進の取組を行う「産直港湾」における施設整備への支
援等を実施している。

◆2025年3月、広尾町が策定した「農林水産物・食品輸出促進計画」が認定され、「産直港湾」となる
十勝港において、農水産物輸出促進の拡大に資するコンテナ蔵置のためのリーファーコンテナ（冷
凍コンテナ用）電源供給施設等の整備を実施している。（令和7年度末完了予定）

冷凍コンテナ用電源設備(3基6口)

施設概要図

保税蔵置場用フェンス

照明(約20台)

【整備期間】
・令和7年3月27日～令和8年2月27日予定

【整備内容】
・リーファー電源(3基6口)
・フェンス(約500m(ゲート含む))
・照明(20基)

【事業費】
・１３８百万円（うち 国費負担分４６百万円）

本港地区
第４埠頭

冷凍コンテナを一定温度に確保するための
電源供給装置（リーファーコンセント）を設置

冷凍コンテナ

冷凍・冷蔵貨物の輸送に使用され
る特殊コンテナ。
一般的に-30℃までコンテナ内温
度の設定が可能。
食肉、生鮮品の定温輸送に活用。

保税蔵置場
予定地



十勝港定期航路への期待

提供：広尾町

地理的優位性に恵まれている
十勝港を有効活用し、

貨物の大量一括輸送と
片荷の解消（空コンテナの状態で関東

へ戻している個数が多い）など
を図ることで、

コンテナ輸送費が低減され、
物流コストの削減が
期待される。
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ご清聴ありがとうございました

～十勝港の応援をよろしくお願いいたします。～


